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興福寺中金堂発掘調査 現地説明会資料

興福寺境内第 1期整備事業にともなう発掘調査（平城第32 5次調査）

2001.6.17 

法相宗大本山 興福寺

奈良文化財研究所 平城宮跡発掘調査部

I はじめに

興福寺では、興福寺境内整備構想を策定し、現在その第 1期境内整備事業を進めている。この整備
そうぼう

事業に伴い、 98年度に中門、 99年度に回廊北東隅・中金堂前庭部・東僧房南西部の調査を行なっ
きだん

た。 2000・2001年度は3回目として中金堂基墳を中心とする東西51m、南北36m、面積

1 8 3 ~曲の調査区を設定した。本年 1 月から 6 月末までの予定で、現在も調査中である。

本調査の目的は、主に以下の 3点である。
そうこん

1 中金堂創建期の様相を明らかにし、整備事業に資すること

2 中金堂創建期から現在に至る遺構の変遷や特徴を捉えること

3 明治時代に出土した砿麻貨の出土位習を確定すること

III 既往の調査成果

先にもふれたように、 98 ・ 9 9年度に調査が行われ、多くの成果をあげている。その詳細につい

ては、それぞれの調査概報に譲るが、今回の調査と関わる点について整理をしておきたい。
がらん

1 伽藍敷地造成

中門東半では谷を埋めた整地土を確認しており、興福寺造営時に大規模な土地造成がなされたこと

が明らかになっている。これに対し、中門西半や北面回廊では、そうした整地土はなく、もとから

あった丘陵を削って整形して基壇とする、屈閻蘭りだしのエ法で造られていることを確認した。

2 時期変遷

中門の調査では5時期の遺構変遷を確認した。

A期 B期以前（創建期）

B期

C期

D期

ぎようかいがん きだんがいそう

凝灰岩に
たまいしじき

よる基墳外装、玉石敷（平安時代）
きりいし

玉石敷上に凝灰岩切石を敷く（鎌倉時代）

花尚岩切石を用いた基壇外装（室町時代）

E期 D期以降（江戸時代） ． 

回廊などの調査でも以上の所見は基本的には変化していないが、 B期の玉石敷について創建期にさ

かのぽる可能性を指摘した。

II 中金堂略史
こうふくじるき

『興福寺流記』によると、藤原鎌足が病に伏した時、妻の鏡女王がその平癒を願い建立した閻籠蒻

が興福寺の始まりである。後に飛鳥に遷り檎巖芍；らとよばれ、平城遷都に伴い藤原不比等によって現

在の地に移され興福寺と改称された。その時に建てられたのが中金堂であり、遅くとも養老5(7 2 

1)年には完成していた。その後北円堂 ・東金堂 ・五重塔・西金堂が聖武天皇や光明子らの発願によ

って建立され、壮大な伽藍が造り上げられた。

中金堂は、『興福寺流記』によれば、奈良時代には東西約37m、南北約 24mの巨大な建物であ

った（資料3)。応永6 (1399)年再建の中金堂は、現存する図面によると高さ 30mを越える

と推定される（資料4)。ちなみに応永22(1415)年に造営された現東金堂は、南北約 24m、

東西約 13m、高さ約 15mである。

この中金堂は7度焼失したが、そのたびに再建を繰り返してきた。例えば最初の火災である永承元

(1 0 4 6)年の火災の際には、平等院で知られる藤原頼通と定朝によって盛大な再建がなされてい

る。なお、江戸時代に当初の中金堂の廂部分までの大きさで建てられていた仮金堂（通称赤堂）は、

昨年解体された。

w 今回の検出遺構

今回検出した遺構には、中金堂基壇、荼囃磁、階段、北面回廊、中金堂基壇外周の闊籍箪、石敷の

他、中・近世および近代の土坑 ・暗渠等があるが、現在も調査中であるので主に先述の3つの主目的

に沿った、中金堂そのものに関わる遺構について述ぺることにしたい。

1 中金堂基壇

中金堂基壇上には 66 個の、いずれも火災痕跡をとどめる礎石が現存する。最大長3m （約 5m•)

を越える巨大なものである。これらの礎石や文献・絵画・建築図面等から中金堂の建物は東西五間・
もや もこし

南北二間の身舎四面に廂がつき、さらにその外側に裳階がまわるものと考えられている。今回の調査

では、これらの礎石がほぽ原位證を保っており創建期にさかのぽり得ると見ているので、建物の平面

プランは創建期以来の形態を現在に至るまで引き継いでいると考えられる。

基墳は中門西半等と同じ地山削りだしのエ法で造成されていることが明らかになった。発掘調査前
． だんじょうづみ

の基墳外装は花尚岩切石を用いた東西41m、南北 27mの墳正積基壇であったが、それを撤去し

た下から、ほぽ同位置で凝灰岩切石列を数力所で検出した。この切石は地山を掘り込んですえられて

おり、創建期のものと考えられる。以上から、創建時の基壇は凝灰岩切石を用いた壇正積基墳で、そ

の規模は現在とほぽ同じであったことがわかった。

その他に、地覆石や、廂部分で小柱穴群を検出している。後者は、明治期に中金堂が役所として利
←゚つか

用された時の床束の穴であろう。
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 2 須弥墳

須弥壇は大きく 3時期の変造を経ていることが想定される。

①期：平面規模は、南面は身舎柱筋背面からはじまり、外装は凝灰岩墳正積であったと推定できる。

身舎南側の礎石上面の加工痕跡・火災痕跡及びそれらと対応する位置にある凝灰岩地覆石が

この時期の追構である。凝灰岩が地覆に利用されている点を考虚すると、これが創建期の姿

である。

②期 ：平面規模は調査開始前の状況より一回り小さく、外装は石垣となる。須弥墳階段部分で石垣

を、南面の数力所で石垣の痕跡を確認している。石垣の外装という点から、江戸の再建に関

わるか。

③期 ：調査開始前の状況。花尚岩切石を用いた墳正積基培であった。明治期に中金堂を役所等とし

て利用するために、明治7年に須弥壌は削平された。その際に奈良時代の鎮埴具が発見され、

現在東京国立博物館に収められている。その後明治 17年に仏堂として再整備する為の工事

の際にも、やはり奈良時代の鎮壇具が出土し、興福寺に所蔵されている。調査前の須弥墳は

さらにその後の大正時代以降に築成されたものである。

今回明治に削平されたと見られる面で土坑を 2ヶ所検出した。中からは近代の遺物と混ざって和同

銭等が出土しており、明治期の鎮墳具出土跡の可能性もある。完掘しているが、微細な遺物が多いた

め、出土遺物の検討を加え慎重に検討していきたい。

3 階段

階段は基墳四面につけられており、南北階段はそれぞれ3時期の変遷を確認している。

イ 南面階段

I期：ー間ごとの独立した階段が3基ついた時期。この形態はちょうど菜師寺金堂や輿福寺中金堂

復元模型のような階段の状況である。 I期の遺構として、基壇南面東側階段積土、 基壇壁面
つかいし

切欠（束石すえつけ用）、地山を掘り込んですえられた凝灰岩切石、 II期の階段下陪で確認

した凝灰岩切石がある。

II期：五間幅の階段の時期。これは中近世の中金堂を描いた絵・図面に見られる（資料5)。II期

の遺構は、凝灰岩と玉石で作られた雨落溝、基壇南面中央部階段積土である。

Ill期： 三間幅の階段の時期。明治初年の写真、調資前の状況がこれにあたる。

口 北面階段（北面階段は全時期を通じて一間幅である）

I期： 一番内側の時期の凝灰岩切石の時期。

II期：外側の凝灰岩切石の時期。玉石の雨落溝がII期の階段に対応している。なお、 II期の問に一

部凝灰岩から花岡岩へ改造されているが、その時期については検討中である。

Ill期：現状の地覆石の時期。

ハ東西階段

それぞれ二間幅で、現状ではII・ III期に対応すると見られる改作を確認しているが、大きな変化は

確認できていない。今後の調査によって I期に相当する階段の状況が明らかになるものと思われる。

4 北面回廊

金堂の東西で、とりつき部分を確認した。東は二間分、西は一間である。一部には礎石が残り、藉鉱
はりま

で、梁間は 12尺である。これは、これまでに検出している南面や東面の回廊の様相と一致している。

5 基壇外周の遺構

これまでの調査で検出した建物周囲の玉石敷及び雨落溝を今回の調査でも確認した。

南面：金堂南面の玉石敷が、基壇縁まで達することが判明した。文献史料を再検討した結果、永承

の再建（最初の再建）後の供養の際には、この玉石敷が存在していたことが確実となった（資

料 6)。

回廊以北：幅 60cmの玉石の雨落溝外側で、テラス状に約90cm幅で玉石敷がめぐり、そのさらに

外側に一段下がって拳大の石が敷かれる状況を確認した。また調査区東北部分で、幅 15 0 

cmほどの南北方向に走る帯状の玉石敷を検出した。北は調査区外に伸び、南は途中で東に直

角に折れて調査区外へと伸びる。この玉石敷にも拳大の石敷が伴う可能性がある。これらテ

ラス状の高まりを持ち、帯状に伸びる玉石敷の性格については現在検討中である。さらに基

壇外周の玉石敷上面には、凝灰岩切石を敷いている時期があることを確認した。

V 出土遺物

1 瓦

3 2 5次調査では、 奈良時代初頭の典福寺創建から近代に至る、 各時代の瓦が出土している。しか

し、現在までのところ、創建期をふくめた奈良時代の瓦の出土量はきわめて少ない。一方、中金堂東

側基壇外側の焼土屈（土坑）では、平安時代後期 ・鎌倉時代の瓦が、ある程度まとまって出土してい

る。 これは、永承元 (10 4 6)年以後合計7回に及ぶ、中金堂の焼失と再建に関連する資料と推

定される。

2 土器・陶磁器

中世及び近代のものが大半を占めている。近代のもの以外は、ほとんどが破片である。

3 金属製品・ガラス製品

明治7・ 8年および 17年に発見された金堂創建期の鎮壇具の残片と考えられる和同開称とガラス

玉が、須弥壇の周辺や階段の積み土の中から出土した。鎮壇具とは、寺院の堂塔を建立するときに地

を鎮める法要を行い、そのときに地下に埋納された品々のことである。興福寺の中金堂には、銀製の
のぺかね

器や銅製の鏡、金の延金をはじめとする多数の品が納められていた。

ガラス玉は、平玉と呼ばれる碁石形のもので、濃緑、緑、淡緑、黄緑、黄、黄褐、褐色、濃褐色な

ど様々な色のものが800点余り発見されているが、今回は緑色のものが 1点出土した。

このほかに、建物にかかわる遺物として銅製の飾金具や鋲、風鐸の破片などが出土した。



VI まとめ

本調査の三つの主目的について、ほぽ達成することができたと考えている。

1 創建期の中金堂基壇をほぽ明らかにできた。

イ 基墳規模・・ • 平面規模はほぽ創建期と同じ

ロ 礎石・・・ほぽ現状が創建期と同じ

ハ 階段 ・・・南面は独立三間

2 中金堂基墳 ・基壇周囲の遺構変遷を明らかにできた

今回確認できた各造構の変遷を整理すると、以下のようになる。

（＊印は、発掘調査では不明だが他の資料から推測されるもの）

基壇化粧 階段 基培下 須弥壇

A期 ・創建期 凝灰岩 ・培正積 I ー一如—--------------- ① 

B期・平安再建 玉石敷

I 

C期 ・鎌倉再建 I II 凝灰岩
I 

I 

＇ 
I 

D期・ 室町再建 花尚岩？ ．壇正稽＊ l 

； 

I 

E期・江戸再建 石垣 白妙 ・芝生＊ ② 

| 
III 

I 

F期・近代
， 

｀ 花尚岩・壇正積 ③ 

3 須弥壇上で明治における鎮壇具出土跡と見られる土坑を検出した。

ただしこの点については遺物などのより詳細な検討が必要である。

建物の平面プラン ・基壇規模 ・南面の独立三間階段等は、まさに平城京の寺院を代表するものであ

り、藤原氏の氏寺にして京内四大寺の一つである典福寺の面目躍如たるの観がある。またその後の

変遷も、摂関藤原氏の氏寺、大和国の支配者としての興福寺を語って余りあるものと感じられる。
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耳石

階段踏石

階段地覆石

三1:  

［ 粕沢 i也 9 カ：：9C_＼ 

資料2 基 壇 ・階段の呼称模式図

資料 1 調査位個図

かずらいし

葛石

はめいし

羽目石

じふくいし

地覆石

のぺいし

延石
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中金堂南面玉石敷の見切り

9 9年度概報より
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奥Ill寺略年表

和寸 和尼（西IIJ)

大化元年(645)

白 1天智 8年(669)

鳳

天武元年(612)

天武14年（綿5)

興褐寺の圧史

この頃、鎌足が釈迦三尊像を造立する

鎌足の妻、籟女王が、山陪約釈に山粕寺を造立し｀ 鎌足の釈迦三尊像を

安置する

飛鵡浄御閲gに浸る。この頃、山閃寺を大和国石市E9旺坂に移し、駁坂

寺と称す

山田寺の薬閾三尊造立ー日沿仏頭

和田 3年(110)

和117年(714)

養老 4年(720)

養老 5年(721)

奈

神亀 3$(126)

神亀 4年(121)

天平 2年(130)

天平 6年(134)

天平10年(138)

天平18年(146)

天平饒宝元年(149)

只1天平宝字元年(151)

（
 

天平宝字 5年(161)

天平宝字 8年(164)

宝亀 2年(111)

廷歴10年(191)

平城京遷都。伍厄不比等、圧坂寺を平城京左京三条七坊に移し｀饗国寺

と号す

3月輿福寺金立供養

10月11日「追臭濯寺仏厄司」を初めて置 く

8月3日元'JI• 元正天2、北円空ll!立

8月38橘夫人三千代、金堂に弥1/J浄土佼を造る

1月 聖 武 天S、東金立を達立

12月費濯寺勧禰院梵糧鈎遣

光'JI2后、五重堪逹立

正月11日光明皇后、西金空を廷立。＋大茅子 ・八部烹侵苓祐立

3月288山陪寺（冥福寺）に食封千戸を斑入

正月環堂本尊不空11棠観音伐迭立

5月20日寺田百町施入される

12月88山陪寺（製111寺）だ藁院に越前国の水田百町を範入

2月東快西立連立

9月118賽院東立ll!立

2月22日東院地蔵裳建立

3月108鵡立に阿弥陀三尊像を造立

4月 北円空四天王像造立

弘C:4年(813)

平 I弘仁 7年(815)

元慶 2年(878)

安9a元年(968)

天操元年(970)

安 1永詐元年(989)

長和 2年(1013)

藷際冬日、隋Pl立を達立

筒Pl堂1R慣鼈釣造

4月8日鑓楼 ・惰房焼失

興濯寺の憎兵が初めて神木を動圧して入洛す

費福寺別当定円、一繋院を佳立

大累により廉尿否窒倒る

8月葛騨如来坐像造立

田 和肝（西む） 関 面寺 の E 史

Afa 3年(1341) 5月11日金堂に本尊代を安翌

向文905年(1356) 2月11日五困庄・東金窪焼失

北応安元年(1368) 6月18束金窒上棟、同三年瓦を荘＜

朝永fo元年(1375) 6月168五覧培立往

応永18年(1411) 閏10月158五頂堪・東金窒 ・大j,1i1焼失

室応永22年(1415) 6月268ll!金窒再達なり、本尊を造立して安匹す

町応't.33年(1426) 五重培再辻なる

桃宝if3年(1451) 10月14日を政一揆により、大乗院（澤定院）そ焼失

山大永元年(1521) 費濯寺現存a古の絵馬協＜

文揖 4年(1595) 文揖検地、関娼寺・寺8社領として二万一千石余が定まる

宝永 5年(1708) 5月 「奥Iii寺伽藍ll'B社境内袷図」をはく

江享保 2年(1717) 1月48 金窒・ほ立 ・情房•西金堂・南円空 ・ 中門・南大門巧焼失

冗保元年(1141) 4月閉円堂立柱

n政 9年(1191) 4月南円笈入仏

文化 8年(1811l 金窒本尊苓の再費勧道をおこなう

戸文政 2年(1819) 9月金空達立一蕉志家の寄進による仮窯廷梨

慶応 4年(1868) 3月神仏分悶令発令

明治 3年(1870) 12月社寺上地令が発せられ、堂塔以外のすぺての寺地を没収される

明治 7年(1874) 穴立 ．li!IIQとり壌される

明，JI治13年(1880) 2月148焚漏寺181負内、呑8野を合わせて奈良公固とする

明治14年(1881). 2月9B冥濯寺再賛を斤可される

明治17年(1884) 3月中金笈基墳から奈a闘代のほ壇且発見される

明治30年(1897) 6月108古社寺保存法公布され、北円立・ 三璽塔・五重塔がng11保穫廷

治 造物に指定される

明治33年(1900) 1月8日～同35年1月15日、五重塔修覆

明治40年(1907) 10月～同43年3月、三董培ほ涅

昭和12年(1937) 10月30日東金窒紹体仕翌中に1R侵仏頭（旧山田寺汲誌本尊）発見される

昭和34年(1959) 3月 ft宜鯰へ宝物収蔵庫（国宝舵）廷設し、 r.,詑する。

昭昭!a37年(1962) 10月31日大沿匿紹体任理完了

昭9040年(1965) 6月308北円立舷体作陛完了

昭9045年(1970) 3月31日菩楼院大ill堂改菜（昭和43年、頂壇a発II.)

和昭9049年(1974) 11月238仮金竺逢設｀中金堂坊仏f9座

昭和53年(1978) 3月318防災工事完了

昭1054年(1979) 8月31日三重培は覆

平平成 3年(1991) 1月町円窒任涅開始

平成 8年(1996) 3月318剛円空仕荘完了

成平成 9年(1997) 4月58剛円室修預厄慶法要

知i fo肝（西厄）

（
 

宜仁元年(IOIT)

長元 4年(1031)

＊承元年(ICM6J

永承 2年(I“1)

平 1永承 3年(1048)

永承 4年(1049)

康平 3年(1060)

治11}3年(1067)

承1112年(1018)

応芭ヽ年(1087)

冗治 6年(1092)

嘉保 3年(I的6)

安 I町 a5年0103)

碩冶 2年(1143)

治承 4年(1180)

治承坪(1181)

養和 2年(1182)

費濯寺の

6月228五璽烙・東金堂焼失

10月208五重塔 ・東金竺供饗

12月248北円宣・倉を給く比堂焼失

1月～2月造異濯寺司を定め再II!始める

歴史

3月 2日金霊 ・ “空 • 町円窒等供賢

2月25日北円窒・店院・伝法堂苓焼失

5月4日金堂・埠窒・中門・南大門 ・糟房苓焼失

2月25日金窒・鵡窒苓供養

正月278 五重塔•西金立供養

巽濯寺権別当ほ渾、大乗院を達立

1月198北円立・丘堂供養

9月25日 金宜 ・埠堂 ・三面憎房・南大門等焼失

1月258金宣・揖堂等供養

12月 皇嘉門院、三重塔を達立

12月288平重衡の兵火により全焼す

6月158賛福寺再輿のことを始む

8月16日賓金堂 ・西全窒上棟

ll|建久 1年(1196)

達仁 2年(1202)

元久 2年(1205)

佳永 2年(1207)

承元 2年(1208)

承元、年(1210)

遠保 3年(1215)

1'11:rl喜元年(1229)

n永元年(1232)

注治 3年(1277)

正安 2年(1300)

嘉IC2年(1327)

II月この頃、北円窒再遠I,:る

4月268i'!i金堂天但鬼 ．tt坦鬼佼造立一;UE鬼・仏的廉弁

この頃、食空干手U音佼迄立

12月西金堂八部衆 ・十大元子代1酎翌

7月26日金堂・埠茎・ 三面憎房・中門・雨大門寺焼失

12月5日金空苓供養

輿濯寺窒塔興亡年表

元． ．
lOI・・・・・・．．．．．．．．．．．．

lOI・・．．．．．．．．．．．．．．．．
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文治 2年(1186)

文治 3年(1187)

文治 5年(1189)

建久 5年(1194)

10月!OB鵡堂酉廷、食堂もこの頃再迄なる

3月98山田寺冥輝三尊を東金堂に移す

9月288南円堂再建なり、出仏関餃供養

9月22日金露・朗大門等供餐

7月5日東金堂稚に居士像造立＿仏臼定慶

3月!OB梵天像迄立ー仏緬定反

2月228この頃、五重塔再遠なる

4月この頃｀東金立十二神符伐造立なる

12月178北円窒諸像の造立を始める一仏“運慶

3月 12日金堂・公窒•西金堂・南円立・中門・南大門巧焼失
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府応 3年(1340) 5月吉ほ天釘伐関困
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参考資料
南都諸大寺および大極殿 ・朱雀門の規模の比較
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